
（平成２７年第１回臨時会、
 ₆月定例会）
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鴻巣市シンボルマーク

こうのす

議会だより

提出議案とその結果提出議案とその結果
　議会では上程された議案を、それぞれが関連する４つの常任委員会（政策総務・文教福祉・まちづくり・市民環境）に付託し、
審議を重ねます。その上で、各議案に対する賛成・反対の立場を起立によって表明します。

　今回、議決した委員会提出議案第２号「鴻巣市議会会議規則の一部改正する規則」の内容は、近年の男女共同参画
の状況をかんがみ、鴻巣市議会においても男女共同参画を考慮した議会活動を促進するため、出産のため本会議及
び委員会に出席できないときは、日数を定めて欠席届を提出することができる規定を新たに設けたものです。

お知らせ
　●は議案に対して賛成、×は反対、キは棄権、欠は欠席、－は本人に関する人事案件のため採決に加わらず　※議長は採決に加わらず

議案番号 議　　案　　名 議決結果

会派名（各会派最左が代表者）
鴻創会 コスモスクラブ 公明党 日本共産党 かいえんたい おり

づる
やさし
い改革

新た
な風

坂
本　
　
晃

田
中　
克
美

矢
部　
一
夫

金
澤
孝
太
郎

野
本　
恵
司

金
子　
雄
一

頓
所　
澄
江

坂
本　
国
広

矢
島　
洋
文

市
ノ
川
徳
宏

加
藤　
英
樹

阿
部　
愼
也

中
野　
　
昭

羽
鳥　
　
健

芝
嵜　
和
好

橋
本　
　
稔

潮
田　
幸
子

川
﨑　
葉
子

永
沼　
博
昭

竹
田　
悦
子

諏
訪
三
津
枝

秋
谷　
　
修

大
塚　
佳
之

菅
野　
博
子

加
藤　
久
子

細
川　
英
俊

平
成
２７
年
第
１
回
臨
時
会

49 鴻巣市監査委員の選任について 同　　意 ● 議
　
　
　
長

● ● ● － ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● × × ● ● キ ● ×
46 専決処分の承認を求めることについて 承　　認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
47 専決処分の承認を求めることについて 承　　認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
48 専決処分の承認を求めることについて 承　　認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平　
成　
27　
年　
６　
月　
定　
例　
会

議　請 
第３号

「『平和安全法制整備法案』と『国際平和
支援法案』の廃案を求める意見書」提出
についての請願

不 採 択 ×

議
　
　
　
　
　
　
　
長

× × × × × × × × × キ ●キ キ × × × × ● ● キ キ ● ● キ

議　請 
第４号

「戦争法案（平和安全法制整備法案、国
際平和支援法案）の廃案を求める意見書」
提出についての請願

不 採 択 × × × × × × × × × × キ ●キ キ × × × × ● ● キ キ ● ● キ

50 鴻巣市保育所設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● × × ● ● × ● ×
51 鴻巣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● × ● ●

52
鴻巣市特定教育・保育及び特定地域型保
育に係る利用者負担等に関する条例の一
部を改正する条例

原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● × × ×

53 鴻巣市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

54
鴻巣市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● × × ●

55

鴻巣市指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● × × ●

56 鴻巣市市営住宅管理条例の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

57
鴻巣都市計画事業原馬室・滝馬室土地区画整理事
業施行規程及び鴻巣都市計画事業広田中央特定土
地区画整理事業施行規程の一部を改正する条例

原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

58 町の区域を変更することについて 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
59 市道の路線の認定について 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
60 平成２７年度鴻巣市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
61 平成２７年度鴻巣市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
62 工事請負契約の締結について 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

委員会 
第２号

鴻巣市議会会議規則の一部を改正する規
則 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議　提 
第１号

「平和安全法制整備法案」と「国際平和支援法案」
の審議に当たり慎重な取扱いを求める意見書 原案可決 ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● キ ● ● ● ●

問
一
人
親
世
帯
の
半
分
が
貧
困
と
い

わ
れ
る
状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
子
育

て
世
代
も
経
済
的
に
厳
し
い
と
い
わ

れ
る
中
で
、
な
ぜ
入
院
食
事
代
を
自

己
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
か
。

こ
れ
ま
で
市
の
予
算
で
は
い
く
ら
か

か
っ
て
い
た
の
か
伺
う
。

答
こ
ど
も
医
療
費
の
入
院
食
事
代
と

し
て
２
１
３
万
円
、
ひ
と
り
親
家
庭

で
は
、
３２
万
円
支
出
し
て
い
ま
し

た
。
家
で
も
食
事
を
す
る
こ
と
か
ら

公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
自
己
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

問
市
の
予
算
規
模
は
約
３
７
０
億

円
、
財
政
調
整
基
金
は
約
３０
億
８
０

０
０
万
円
も
あ
る
が
、
難
病
患
者
手

当
を
何
故
削
っ
た
の
か
。
削
減
し
た

後
の
予
算
執
行
額
は
。

答
難
病
患
者
手
当
を
実
施
し
て
い
る

市
の
中
で
、
鴻
巣
市
が
高
額
で
あ
る

こ
と
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
で
、
改
正
し
ま
し
た
。

　

４
０
０
０
万
円
の
予
算
に
対
し
昨

年
度
は
３
３
０
０
万
円
の
支
出
で

す
。
元
に
戻
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
衆
議
院
選
挙
で
は
、
会
場
が
狭

く
「
車
い
す
で
行
っ
た
が
気
兼
ね

し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
方
が
い

た
。
投
票
所
に
つ
い
て
工
夫
を
す

る
こ
と
は
。

答
投
票
所
の
設
備
や
、
事
務
従
事

者
の
対
応
な
ど
改
善
で
き
る
点

は
、
可
能
な
限
り
気
兼
ね
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。

問
「
年
を
と
っ
て
、
手
が
不
自
由

に
な
り
字
を
書
く
の
も
大
変
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
も
っ
と
書

き
や
す
い
鉛
筆
に
す
る
こ
と
は
。

答
現
在
は
Ｈ
Ｂ
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
統
一
地
方
選
挙
か
ら
２
Ｂ
に

適
宜
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
知
事

選
挙
か
ら
は
投
票
記
載
台
に
１
本

２
Ｂ
を
置
く
よ
う
に
し
ま
す
。

問
若
い
人
ほ
ど
投
票
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
が
、
18
歳
選
挙
権
が

実
施
さ
れ
る
の
に
あ
た
っ
て
の
対

応
は
。

答
選
挙
は
民
主
主
義
の
基
盤
を
な

す
も
の
で
、
自
ら
の
意
思
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
必
須
要
件

で
す
。関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

投
票
率
向
上
の
為
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

削
っ
た
福
祉
予
算
を
元
に

戻
す
こ
と
は

日
本
共
産
党
　
竹
田
　
悦
子

行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と

18
歳
選
挙
実
施
の
取
組
は

日
本
共
産
党
　
竹
田
　
悦
子


